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(54)【発明の名称】 液晶デイスプレイ用タッチパネル

(57)【要約】
【課題】本発明の目的は、ＬＣＤに搭載して使用する透
明タッチパネルにおいて、タッチパネル表面でＬＣＤの
視認性を向上させると共にＬＣＤの画面の明るさを低下
させること無く、特有の色目を感じさせ画像を見にくく
することのない液晶デイスプレイ用タッチパネルを提供
する点にある。
【解決手段】液晶デイスプレイに搭載する透明タッチパ
ネルであって、偏光板を組み合わせ、タッチパネルの光
透過率のピーク波長を調整し、タッチパネルを搭載して
も液晶デイスプレイの色目の変化のない、液晶とタッチ
パネルの色目をマッチングさせたことを特徴とする。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  液晶デイスプレイに搭載して用いる透明
タッチパネルであって、偏光板を組み合わせて用いると
共に、同タッチパネルの光透過率のピーク波長を調整
し、該タッチパネルを搭載しても液晶デイスプレイの色
目の変化のない、液晶デイスプレイと透明タッチパネル
の色目をマッチングさせたことを特徴とする液晶デイス
プレイ用タッチパネル。
【請求項２】  透明タッチパネルの透明基板は、少なく
とも１組の３層以上の多層膜構成を有し、同タッチパネ
ルの光透過率のピーク波長を選択設定したことを特徴と
する請求項１に記載の液晶デイスプレイ用タッチパネ
ル。
【請求項３】  前記偏光板は、偏光板単体或いは偏光板
とλ／４位相差板との組合せからなり、透明タッチパネ
ルの透明基板の上表面及び／又は下表面に偏光板、或い
はλ／４位相差板、偏光板が積層されている請求項１乃
至請求項２に記載の液晶デイスプレイ用タッチパネル。
【請求項４】  前記タッチパネルは、抵抗膜式タッチパ
ネルであり、抵抗膜を含め少なくとも１組の３層以上の
多層導電膜構成を備える請求項１乃至請求項３に記載の
液晶デイスプレイ用タッチパネル。
【請求項５】  前記タッチパネルは、超音波式タッチパ
ネルであり、透明基板の表面又は裏面に少なくとも１組
の３層以上の多層膜構成を有する請求項１乃至請求項３
に記載の液晶デイスプレイ用タッチパネル。
【請求項６】  前記タッチパネルは光学式タッチパネル
であり、透明基板の表面又は裏面に少なくとも１組の３
層以上の多層膜構成を有する請求項１乃至請求項３に記
載の液晶デイスプレイ用タッチパネル。
【請求項７】  前記タッチパネルは静電容量式タッチパ
ネルであり、透明基板の表面に１枚の抵抗膜と、同抵抗
膜を含む３層以上の多層導電膜構成、或いは透明基板の
裏面側に少なくとも１組の３層以上の多層膜構成を有す
る請求項１乃至請求項３に記載の液晶デイスプレイ用タ
ッチパネル。
【請求項８】  前記３層以上の多層膜構成は、基板の表
面から少なくとも１．７～２．３の高屈折率層、１．４
３～１．７の低屈折率層及び高屈折率層を含む３層以上
の多層膜構成とした請求項１乃至請求項７に記載の液晶
デイスプレイ用タッチパネル。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、液晶デイスプレイ
（ＬＣＤ）の表面に組み合わせられ、ＬＣＤの表示に基
づく入力装置として機能するタッチパネルに関する。更
に詳しくは、ＬＣＤに組み合わされた際に、光学的な反
射、眩しさ、明るさ等のＬＣＤの画面表示品質に変化を
与えないタッチパネルに関する。
【０００２】
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【従来の技術】従来、このようなＬＣＤの前面に組み合
わせて使用されるタッチパネルとしては、特開昭６３－
２７８８３９号公報、特開平２－１３０５０１号公報な
どに記載されているように、外光による表面での反射を
防止するために、プラスチックフイルムの表面にエンボ
ス加工等を施したノングレアシート、或いは屈折率を勘
案しプラスチックフイルムの表裏面に反射防止層と高分
子膜を形成した反射防止シート等を提案している。更に
特開平５－１２７８２２号等の公報には、ＬＣＤなどの
表面に配置されるタッチパネルにおいて、表面反射を小
さくすると共に防眩性、コントラスト及び表示精度を高
めるとして、可動基板の表面にλ／４位相差板、偏光板
及びノングレア処理された透明フイルムが順次積層され
るとし、ノングレア処理シートにより外光の反射を防止
し、タッチパネルに入射しＬＣＤの表面で反射した光
は、位相差板により入射光に対して位相がずれるため、
位相のずれた反射光は偏光板によりカットされるとして
いる。又、特開平１０－４８６２５号公報等には、外部
からの光の透明導電膜での反射を防ぎ、かつＬＣＤの光
は殆ど損失無く透過させることができるタッチパネルと
して、ＬＣＤの前面に配置されるタッチパネルであっ
て、ＬＣＤ側から順に第１の１／４波長板、スペーサー
を介して対向する２枚の透明導電膜、第２の１／４波長
板、偏光板を配置してなるタッチパネルが記載されてい
る。このようなタッチパネルとしては、光学式、超音波
式、抵抗膜式、静電容量式等が一般に使われており、中
でも最近、液晶デイスプレイとの組み合わせには、透明
タッチパネルとして超音波式、抵抗膜式、光学式が用い
られることが多く重宝がられるようになってきている。
【０００３】このような偏光板は、ＬＣＤの防眩性改良
のためにＬＣＤの表面、裏面に用いられること、１／４
波長板と組合せても用いられることが古くから開示され
ている。ＬＣＤモニターの表示色は、ＣＲＴモニターの
表示画面品質を一つの目標として開発されてきており、
ＣＲＴの白色の色温度は約6500Kであり、各液晶メーカ
ーごとで色温度（白表示色）は異なり、画面が青み或い
は黄色み等の傾向を持っている。しかし、より白く見え
る青み方向の色目が好まれており、理由としては、白が
白いと実際の輝度が低くても明るく見える傾向があるた
めである。しかし、偏光板は、現在市販されているもの
では殆どのものが黄色みを帯びており、高偏光度タイプ
であればより顕著であり、ＬＣＤに組み合わせて用いる
とより顕著に色変化として発生している。このような偏
光フイルムを積層したタッチパネルをＬＣＤに搭載する
と、ＬＣＤの元の色目と異なり、タッチパネルの表面に
は色が付いたように見え、ＬＣＤの画面品質を低下させ
たり、綺麗に見えずらくしているものが見受けられる。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】上記事情に鑑み、本発
明者等はＬＣＤに搭載して使用する透明タッチパネルに
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おいて、タッチパネル表面での反射は勿論のこと、透明
基板等各層の界面からの反射をも無くしＬＣＤの視認性
を向上させると共にＬＣＤの画面の明るさを低下させる
こと無く、特有の色目を感じさせ画像を見にくくするこ
とのない液晶デイスプレイ用タッチパネルを完成するに
至った。
【０００５】
【課題を解決するための手段】第１の特徴は、液晶デイ
スプレイに搭載して用いる透明タッチパネルであって、
低反射、防眩性及びコントラスト向上のために偏光板を
用いる際に、タッチパネルの光透過率のピーク波長を調
整し、タッチパネルを搭載しても液晶デイスプレイの色
目の変化のない、液晶とタッチパネルの色目をマッチン
グさせ、ＬＣＤの色目の変化を少なくしたことを特徴と
する。
【０００６】第２の特徴は、基板には、少なくとも１組
の３層以上の多層膜構成を備えていることを特徴とし、
３層以上の多層膜構成を有することにより、光透過率の
ピーク波長を低波長側に持ってくる膜構成が可能とな
り、偏光板を組み合わせた状態において元々のＬＣＤの
色目を変化させなく、色目変化もなく、反射が少なく、
防眩性、コントラストの優れるタッチパネルとする事が
可能となる。例えば、通常用いられる偏光板には黄色み
の色目を有するものが多くこのような偏光板を用いてい
るタッチパネルをＬＣＤに搭載して、ＬＣＤの色目が少
し黄色みを帯びている場合は、上記多層膜構成を積層し
厚みの組合せを調節して、タッチパネルのピーク波長が
青みがかる方向、ピーク波長を４３０～５５０ｎｍに調
節する。
【０００７】第３の特徴は、偏光板を組み合わせる点で
あり、偏光板単体或いは偏光板とλ／４位相差板との組
合せからなり、タッチパネルの基板の上表面及び又は下
表面に位相差板、偏光板が積層されている点である。偏
光板による直線偏光と位相差板による円偏光を組み合わ
せることにより、偏光板を透過した光の各界面での反射
光をカットする事ができる。又、位相差板をタッチパネ
ルの上下に積層することにより、ＬＣＤからのタッチパ
ネルへの入射光を位相差板と偏光板によりカットするこ
となくタッチパネルを通過させることができるので、表
示画面をより暗くすることが少なくなる。
【０００８】第４の特徴は、前記タッチパネルは、抵抗
膜式タッチパネルであり、抵抗膜を含め少なくとも１組
の３層以上の多層導電膜構成としたことを特徴とする。
抵抗膜式タッチパネルにおいては、透明基板の上に透明
導電膜層を形成するので、更に基板と導電膜層との密着
性改良、更には基板表面の耐摺動特性等の改良のため、
種々の膜構成が用いられることが多いが、抵抗膜を含む
３層以上の多層導電膜が用いられる。抵抗膜式では、基
板にプラスチックフイルムを用いることが可能であり、
軽量で厚みが小さく、軽薄短小の最近の携帯用器機等に
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最適である。
【０００９】第５の特徴は、前記タッチパネルは、超音
波式タッチパネルであり透明基板の上側又は下側に少な
くとも１組の３層以上の多層膜構成を有する。超音波タ
ッチパネルでは、導電膜構成は必要無いが、前記３層以
上の多層膜構成を備えることにより、ＬＣＤ用として偏
光板と組み合わせても色目を呈すること無く好適に使用
可能である。
【００１０】第６の特徴は、前記タッチパネルは、光学
式タッチパネルであり透明基板の上側又は下側に少なく
とも１組の３層以上の多層膜構成を有する。光学式タッ
チパネルでも導電膜構成は必要無いが、ＬＣＤに搭載す
るには透明基板を用いることが必要であるから、反射防
止のために偏光板を積層する事は有用であり、３層以上
の多層膜構成を備ええることにより色目を呈することを
防止することが可能となる。
【００１１】第７の特徴は、前記タッチパネルは透明な
静電容量式タッチパネルであり、透明基板の表面に１枚
の抵抗膜と、透明基板の裏面側に少なくとも１組の３層
以上の多層膜構成を有することを特徴とし、反射が無く
色目の付かないコントラストの良い表示画面が得られ
る。
【００１２】第８の特徴は、前記３層以上の多層膜構成
は、基板の表面側から少なくとも１．７～２．３の高屈
折率を有する金属酸化物層、１．４３～１．７の低屈折
率を有する金属酸化物層、及び高屈折率層を含む３層以
上の多層膜構成としたことを特徴とする。高低の屈折率
の組合せを用いることにより、光の透過率の低下を防止
するので画面がより暗くなるのを防止する事が可能とな
る。
【００１３】
【発明の実施の形態】以下、図面により本発明の実施の
形態について説明する。図１は本発明の代表的な構成の
液晶用タッチパネル１をＬＣＤ２に組み合わせた状態を
示す主断面図である。タッチパネル１は透明タッチパネ
ルであり、超音波方式、抵抗膜方式、光学方式、静電容
量式等の方式のタッチパネルで透明な基板を用いるもの
であれば適用可能であり、タッチパネル１を搭載するＬ
ＣＤ２は、反射型、透過型であっても特に問題無く適用
可能であるが、画面の明るさを考えると透過型ＬＣＤが
好ましい。更にＬＣＤにはλ／４位相差板９、偏光板１
０、偏光板１１等も必要に応じて用いることも好ましく
適宜採用可能である。
【００１４】図１に示すように、液晶用タッチパネル１
の少なくとも一方の表面（図１では上側表面）にλ／４
位相差板４、偏光板５を積層することにより、タッチパ
ネル１の画面に映る室内光、又は外部光などによる反射
光、タッチパネル１の内部或いは下面、ＬＣＤの表面な
どからの反射光をカットし、反射が無く見やすく防眩性
に優れる美しい明るい画面とする。λ／４位相差板４、
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偏光板５はタッチパネル１の上側表面、下側表面のどち
ら側に積層されても良い。
【００１５】前記少なくとも３層以上の多層膜構成とし
ては、透明基板３の他の面（図１では、下側面）又は前
記ＨＣ層と透明基板３との間に、基板側から順にアンダ
ーコート層６、中間層７、金属酸化物層８を含む多層膜
構成を積層している。アンダーコート層６は、高屈折率
層として１．７～２．３の屈折率を有する金属酸化物層
であり、絶縁物であっても良い。例えば、ＩＴＯ（イン
ジウム－錫酸化物）、酸化インジウム、アンチモン添加
酸化錫、フッ素添加酸化錫、アルミニウム添加酸化亜
鉛、カリウム添加酸化亜鉛、シリコン添加酸化亜鉛、或
いは酸化錫、酸化インジウム－酸化錫系、酸化亜鉛－酸
化インジウム－酸化マグネシウム系等の導電性酸化物を
用いても良いし、酸化チタン、酸化錫、酸化錫－酸化ハ
フニウム系、酸化珪素－酸化錫系、酸化亜鉛－酸化錫
系、酸化錫－酸化チタン系等の絶縁性金属酸化物を用い
ても良い。厚みは４００Å～８００Åに設定することが
望ましい。
【００１６】中間層７は、低屈折率層として１．４３～
１．７の屈折率を有する金属酸化物であり、例えば酸化
珪素、酸化珪素－酸化錫系等の絶縁性金属酸化物を用い
る事が出来、３００Å～６００Åの厚みが積層形成され
ている。
【００１７】金属酸化物８は、１００Å～５００Åの厚
みであり、ＩＴＯ（インジウム－錫酸化物）、酸化イン
ジウム、アンチモン添加酸化錫、フッ素添加酸化錫、ア
ルミニウム添加酸化亜鉛、カリウム添加酸化亜鉛、シリ
コン添加酸化亜鉛、或いは酸化錫、酸化亜鉛－酸化錫
系、酸化インジウム－酸化錫系、酸化亜鉛－酸化インジ
ウム－酸化マグネシウム系金属酸化物を用いる事が出来
る。金属酸化物層８は、タッチパネルの方式により、抵
抗膜式、静電容量式等の場合は、抵抗膜としての機能が
要求されるので、その抵抗値、強度等に配慮して材質、
厚み等適宜採用される。又、これら多層膜構成、金属酸
化物層８と中間層７とアンダーコート層６の各層の厚み
は、光学上のバランスを考えた上で設定されるものであ
る。
【００１８】同少なくとも３層以上の多層膜構成は、図
１に示すようにタッチパネル１の透明基板の少なくとも
一方の表面に積層されることにより、ＬＣＤ２の色目と
タッチパネル１の色目を調節する事が可能となる。
【００１９】又、図２のように、タッチパネル１００の
上下の両表面に、λ／４位相差板１０６ａ、１０７ａ、
偏光板１０６ｂ、１０７ｂを積層している場合は、円偏
光板１０６、１０７の２組の組合せにより、タッチパネ
ルを透過した光の反射光はカットすると共に、ＬＣＤか
らの出射光は、先ず最初のλ／４位相差板１０７ａによ
り円偏光となり、更に積層しているλ／４位相差板１０
６ａにより直線偏光光となるので、ＬＣＤからの出射光

6
は偏光することなく表示画面の明るさ、見やすさを低下
させることが少なくなる。
【００２０】抵抗膜方式タッチパネルには、デイジタル
方式、アナログ方式、或いは両者の併用タイプ等色々あ
るが、透明タッチパネルであれば検出原理が如何なる方
式であっても関係なく適用可能である。
【００２１】静電容量方式、超音波方式、或いは光学方
式のタッチパネルであっても、ＬＣＤに搭載して用いる
場合は、タッチパネルが透明であること、反射が少ない
事などの要求品質は、抵抗膜方式の場合と同じであり、
円偏光板の使用も同じく効果があり使用されることが多
く、このような場合には本発明は同じく適用可能であ
る。
【００２２】これら透明タッチパネル１の透明基板３に
は、図１に示すように表面側にλ／４位相差板４、偏光
板５を積層し、偏光板の表面（最外層の表面）には、ハ
ードコート層（ＨＣ層）等の反射防止膜を設けることに
より、表面の反射防止効果、更にはペン入力耐久性（耐
摺動性）の向上等を計り、ギラツキ防止加工などが施し
てあっても良い。
【００２３】（作用）屈折率の異なる３層以上の多層膜
構成を透明基板側から屈折率が基準に高/低/高となるよ
うに設計することで、上記の多層膜構成を有するタッチ
パネル１の透明基板の色温度のピーク波長を、５５０ｎ
ｍ以下に設定することが容易であり、黄色みを帯びた偏
光板を組み合わせた場合のタッチパネルとＬＣＤとの色
目のマッチングが簡単に可能となる。更にλ／４位相差
板４、偏光板５を併用することにより、ＬＣＤからの出
射光を偏光することが無くなるので、画面の明るさを保
持することが可能となり、画像が見やすく綺麗なものと
なる。
【００２４】抵抗膜式のタッチパネルにあっては、透明
基板３としてフイルム、ガラス板等、非常に薄い厚み
（数十μｍ～数ｍｍ）のものを採用可能となり、タッチ
パネルとしてＬＣＤに組み合わせる用途範囲が広く、特
に最近の携帯用器機などに好適である。超音波式、静電
容量式、光学式のタッチパネルでは、積層構造が抵抗膜
方式に比較して積層膜数が少なく単純であり、透明性、
視認性等が良く、取扱面でも有利な点が多くあり、光学
方式のタッチパネルでは、大きな画面に対しても精度良
く適用可能であるし、透明性等が優れるのでそれぞれに
好適な用途範囲に用いられる。
【００２５】（実施例１）抵抗膜式の透明タッチパネル
１００の実施例について、図２に基づき詳細に説明す
る。タッチパネル１００は、図２に示すように固定基板
１０１と可動基板１０２とを備え、各基板の一方側の面
にそれぞれ透明導電膜１０３、１０４を形成し、同透明
導電膜１０３、１０４はスペーサ１０５を介して互いに
微少間隔を保持して対向させた構成を有している。該タ
ッチパネル１００は、図示のようにＬＣＤ２との間に円
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7
偏光板１０７（λ／４位相差板１０７ａ、偏光板１０７
ｂ）を積層し、ＬＣＤ２の他の表面にも偏光板１１０を
貼り付けて組み合わせて用いられる。
【００２６】抵抗膜式のタッチパネルの各基板は、フイ
ルムであってもシートであっても或いは薄い板状であっ
ても良く、固定基板１０１と可動基板１０２の組合せと
しては、フイルム／ガラス、ガラス／フイルム、フイル
ム／フイルム、ガラス／ガラス等のいずれの組合せでも
良い。ＬＣＤに搭載するものにおいては、フイルム／ガ
ラス／ＬＣＤの組合せが好ましい。前記各基板として
は、ＬＣＤの画像表示品質を高めるために透明で光学的
等方性を有する材料で形成されることが望ましく固定基
板１０１には、ソーダライムガラスや強化ガラス、或い
はポリカーボネイト又はポリメチルメタクリラートなど
のアクリル樹脂板、ポリオレフィン系樹脂基板等が用い
られることが多い。又、可動基板１０２には、ポリカー
ボネイト系樹脂シート、アクリル樹脂シート、非晶質ポ
リオレフィン系樹脂シート、又は、ポリエーテル、ポリ
アリレート、一軸延伸ポリエチレンテレフテレート、ポ
リエーテルサルホンなどの透明性ポリマーフイルムが使
用される。本実施例では、非晶質ポリオレフィン系樹脂
であり脂肪族環状構造を有するノルボルネン系でＪＳＲ
社製のアートンフイルム（アートンは、同社登録商標）
を使用している。
【００２７】可動基板１０２の一方側の面には、透明導
電膜１０３としてインジウム・錫酸化物（以下、ITO：
厚さ３００Å）の薄膜が積層される。ＩＴＯの屈折率は
２．０であり、透明導電膜１０３は本発明の多層膜構成
に含まれる高屈折率層の金属酸化物層に相当する。そし
て、基板１０２と透明導電膜１０３との密着性の改良及
び、光透過率の改良のため、基板１０２にアンダーコー
ト層１０８としてＺｎＳｎＯ

３
（６００Å）の絶縁性金

属酸化物層を積層し、その上に中間層１０９としてＳｉ
Ｏ

２
（３００Å）を設け、更にその上に透明導電膜１０

３としてＩＴＯを積層する。基板のフイルムと金属酸化
物との密着性を更に向上させるために、密着層１０８ａ
としてＳi単独層（１０Å）１０８ａを基板１０２とア
ンダーコート層１０８の間に積層する場合もある。可動
基板１０２の一方側の面には、即ち、透明導電膜１０３
を含む層構成は、アートン／Ｓｉ／ＺｎＳｎＯ

３
／Ｓｉ

Ｏ
２
／ＩＴＯとなる。

【００２８】上記密着層１０８ａは、金属元素単一又は
２種以上の金属元素の合金からなる金属層であり、シリ
コン、チタン、錫又は亜鉛の元素単一、或いはこれらの
合金により形成すると共に、同密着層１０８ａの厚み
は、従来から一般的に密着層として用いられている酸化
珪素（ＳｉＯｘ；Ｘ≦２）層よりも薄く、１０Å～５０
Åに設定することが望ましい。５０Åを越えると、光透
過率が落ち、多層膜構成を介在させる意義が無くなるか
らであり、一方１０Åよりも薄いと十分な密着性が得ら
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れないからである。
【００２９】一方、固定基板１０１の一方側の面には、
透明導電膜１０４の導電性薄膜が積層される。同導電性
薄膜は酸化錫（ＳｎＯ

２
）からなり、ソーダライムガラ

スからなる固定基板１０１と透明導電膜１０４との密着
性を改良するため、又、光透過率の改良のため、透明導
電膜１０４と固定基板１０１との間には、中間層１１０
としてＳｉＯ

２
を設け、中間層１１０と基板１０１との

間には、アンダーコート層１１１としてＳｎＯ
2
の金属

酸化物層を積層する。固定基板１０１の透明導電膜を含
む層構成は、ガラス／ＳｎＯ

2
／ＳｉＯ

2
／ＳｎＯ

2
とな

り、ＳｎＯ
2
の屈折率は１．８、ＳｉＯ

2
は１．４６であ

り、屈折率の差による光透過率の改善がなされるように
設計される。実際には、固定基板１０１として上記層構
成を有する旭硝子（株）の製品であるＡＲガラス：Ａ０
７０Ｓ０３（０．７ｍｍ）を採用している。
【００３０】抵抗膜式タッチパネル１００にあっては、
可動基板１０２と固定基板１０１のそれぞれに設ける透
明導電膜を含む各々各３層の多層膜構成を備えた構成と
なっている。この場合、光屈折率の大小の素材を交互に
組み合わせて多層膜構成を形成することにより、各基板
の光透過率をより向上させ、Ｓｉ単独層を積層すること
により基板と透明導電膜との密着性をより向上させる効
果があることも知られている。
【００３１】これら金属酸化物層、金属層は、スパッタ
リング、蒸着、或いはコーテイング方法等により形成可
能であるが、コーテイングにより形成する場合は、バイ
ンダー等適宜配合する事が必要となるので透明性に不利
となり、スパッタリング加工によるものが好ましい。
【００３２】更に、可動基板１０２に積層する密着層１
０８ａを形成する前に基板１０２の表面に微細凹凸加工
を施した後、密着層を形成している。微細凹凸層はフイ
ルムにエンボス加工等を施しても良いし、微細粒子をバ
インダーと共に塗布後乾燥したものであっても良い。微
細凹凸の寸法としては、平均粗さ（Ｒｚ）が０．５～５
０μｍ程度であり、その上に密着層、アンダーコート
層、中間層、透明導電膜が形成され、スペーサーを介し
て固定基板と対向配置されるので、ペン、人手による入
力操作がなされても透明導電膜間でのニュートンリング
の発生を防止する事が可能となっている。
【００３３】各基板の他方側の面には、円偏光板１０
６、１０７が積層されるが、同円偏光板１０６、１０７
は単なる偏光板であっても良いが、好ましくはλ／４位
相差板１０６ａ、１０７ａ及び、偏光板１０６ｂ、１０
７ｂの組合せが望ましく、それぞれ位相差板／偏光板の
順に基板上に積層される。偏光板１０６ｂ、１０７ｂ
は、実際は、ポリビニルアルコール（ＰＶＡ）フイルム
を延伸させて複屈折性を持たせたものを、トリアセチル
アセテート（ＴＡＣ）フイルムで上下から挟み込むよう
にして貼り合わせて形成されたものを使用している。本
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9
実施例に使用したものは、ＰＶＡフイルムの厚さが２０
μｍであり、ＴＡＣフイルムの２枚分の厚さが１６０μ
ｍである。
【００３４】又、λ／４位相差板１０６ａ、１０７ａ
は、ポリカーボネイト（ＰＣ）フイルムを素材にして形
成され、偏光板１０６ａ、１０７ａに貼り合わせて用い
られる。円偏光板１０７は、前もってＬＣＤ２の表面に
積層されてあっても良いし、タッチパネル１００の固定
基板１０１に積層された後、ＬＣＤ２に搭載されても良
い。そしてＬＣＤの他の面には偏光板１１２が積層され
ても良い。更に、偏光板１０６ｂの表面には、図示しな
いが一般に用いられるハードコート層を積層したり、保
護フイルム、補強フイルムとしてＰＥＴフイルム等を積
層することにより、表面での反射を小さくすると共に、
ペン入力耐久性を向上させ、更にはタッチパネル１００
の温度変化による各層間の熱特性の差による変形を防止
することも可能である。この時、表１に示すように可動
基板１０２の光の色温度のピーク波長は４７０ｎｍであ
り、固定基板の光のピーク波長は５００ｎｍであり、タ
ッチパネル１００としてのピーク波長は４８０ｎｍであ
った。
【００３５】（実施例２）実施例２は、図３に示すよう
に実施例１と同じ方式の抵抗膜式タッチパネル２００と
ＬＣＤ２との組合せであり、タッチパネル２００は固定
基板２０１、可動基板２０２、偏光板２０６（２０６
ａ、２０６ｂ）、２０７（２０７ａ、２０７ｂ）を組み
合わせ、固定基板２０１には、密着層２０８としてＳｎ
Ｏ

３
の金属酸化物層を積層し、アンダーコート層２０９

としてＳｉＯ
２
を設け、その上に透明導電膜２０４とし

てＳｎＯ
３
を積層するが、可動基板２０２には、本発明

の密着層、アンダーコート層を積層すること無く標準の
ＩＴＯ膜を透明導電膜２０３として直接基板上に積層し
たものである。標準のＩＴＯ膜としては、基板に直接Ｉ
ＴＯ膜を形成するもの、その間にアンダーコート層（Ｓ
ｉＯ

２
等）を積層するものであっても良い。そして可動

基板２０２の他の表面には、λ／４位相差板２０６ａ、
偏光板２０６ｂを順次積層した上に、保護フイルム２１
０としてＰＥＴフイルムを積層し、このＰＥＴフイルム
の他表面には反射防止膜２１１が積層されている。保護
フイルム２１０は、可動基板２０２、偏光板２０６より
も熱収縮率が小さく、周囲の熱環境による熱変形を押さ
え込む機能を果たすことになる。この場合は、本発明の
多層膜構成を固定基板上に１組積層していることにな
り、その他の条件は、実施例１に準じる。この時、表１
に示すように可動基板２０２の光の色温度のピーク波長
は８００ｎｍであり、固定基板の光のピーク波長は５０
０ｎｍであり、タッチパネル２００としてのピーク波長
は５５０ｎｍであった。
【００３６】（比較例１）図４に示すように、比較例と
してのタッチパネル３００は、多層膜構成を積層する際*
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*に色目の調節を無視し密着性の改良のみを課題とする場
合であり、固定基板３０１にアンダーコート層３０８と
してＳｉＯ

２
、その上にＩＴＯの透明導電膜３０４を積

層し，可動基板３０２には透明導電膜３０３としてＩＴ
Ｏ層を設けるのみの構成である。勿論偏光板を組み合わ
せる構成は、実施例１、２と同じであり、円偏光板３０
６（λ／４位相差板３０６ａと偏光板３０６ｂの組合
せ）を可動基板３０２の他方の表面に設けて作成しＬＣ
Ｄ２の上に搭載した。タッチパネル３００とＬＣＤ２と
の間には円偏光板３０７（λ／４位相差板３０７ａと偏
光板３０７ｂの組合せ）を積層し、ＬＣＤ２の他方の面
には偏光板３１０を貼付した。表面の画像は目視におい
て観察しても若干色目を持っており見づらいものであ
り、表１に示すように可動基板３０２の光の色温度のピ
ーク波長は８００ｎｍであり、固定基板３０１の光のピ
ーク波長も８００ｎｍであり、タッチパネル２００とし
てのピーク波長も８００ｎｍであった。
【００３７】実施例１、実施例２、比較例１に関する光
学特性として、ピーク波長、のデータを表１に、色温
度、輝度、輝度透過率を表２に示す。組み合わせたＬＣ
Ｄは、シャープ（株）製ＴＦＴＬＣＤであり、品番：Ｌ
Ｑ１０Ｄ３４５に組み合わせて評価した。
測定機は、色彩輝度計（ＢＭ－７）：トプコン製（東京
光学機械（株）
分光光度計：日立製作所製Ｕ－３４１０型である。
【００３８】
【表１】

【００３９】
【表２】

【００４０】表１、表２を見ると実施例１のタッチパネ
ルは、ピーク波長を４８０ｎｍに設定しているのでＬＣ
Ｄと組み合わせた場合の色温度が、ＬＣＤ単体での色温
度に比して大きな差が無いため色目を殆ど変化させるこ
とが無いことを理解できる。実施例２では、ピーク波長
が５５０ｎｍに設定するので、今回のＬＣＤでは色温度
を相当ずらせる（６１２５→５４４６）ことになる。比
較例と比べると色目の発生は少なく用途によっては採用
可能である。以上の説明にあるように、本発明の多層膜
構成をタッチパネルの基板上に積層することにより、タ
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11
ッチパネルのピーク波長を調節可能となりＬＣＤに組み
合わせた際の効果、画面の明るさを暗くすることなく、
色目が目視されることもなく、反射光による見づらさも
無く、感覚的にも見栄えが非常に良くなっている。
【００４１】（別の実施例１）また、図５に示す層構成
のタッチパネル４００であっても同様に色目の調節が可
能である。同タッチパネル４００は、固定基板４０１は
ガラス基板であり、ガラス基板に透明導電膜４０４とし
てＩＴＯ膜、可動基板４０２としてＰＥＴフイルム、そ
の上に透明導電膜４０３としてＩＴＯ膜をそれぞれ形成
し、可動基板４０２の他方の面に円偏光板４０６、固定
基板４０１の他方の面にはＰＥＴフイルム４１０に本発
明の多層膜構成として４０９、４０８、４０７を積層し
たものを前面貼り付けたものである。ＬＣＤと組み合わ
せて好適に使用可能であった。
【００４２】（別の実施例２）超音波方式のタッチパネ
ル５０は図６に示す。表面音響波を伝える透明基板５１
には透明樹脂板が用いられ表面にはノングレア処理、ハ
ードコーテイング等の耐擦傷性処理を行うことも可能で
ある。表面音響波は、１個の角に設けられた超音波発振
子５２から送波され基板５１のＸ方向、或いはＹ方向端
部の複数の反射格子５３、５３で反射され、基板５１の
上面上ＸＹ方向に送波される。対向して設けられている
反射格子５４，５４に反射して端部の角に設けられてい
る受波素子５５に受け取られる。受波素子５５は音響波
の進行時間に対応する出力信号を検出し、出力信号は信
号処理回路により処理され押圧位置に変換される。この
際、必要に応じて即ち、ＬＣＤの基板、導電層等の界面
からの反射を防止するためにタッチパネル５０の基板５
１の下面には、λ／４位相差板５９、偏光板６０が積層
される。この時、基板５１の上下どちらかの表面（図面
では、下側）には、前記本発明の多層膜構成として基板
側から順に金属酸化物層からなるアンダーコート層５６
（ＳｎＯ

２
）を形成し、次に中間層５７（ＳｉＯ

２
）を

積層し、更に金属酸化物層５８としてＳｎＯ
２
を積層す

る。
【００４３】この時、上記アンダーコート層５６の厚み
を調節してピーク波長５００ｎｍ以下にすることによ
り、偏光板の黄色みの色目を消すことができた。この超
音波式タッチパネル５０を前記ＬＣＤ２の上に組み合わ
せることにより、ＬＣＤの表示は、色目に変化が無く、
その品質を保持することが可能となった。勿論、反射や
写り込みも無く綺麗で見やすい画面であった。
【００４４】更に、静電容量タイプ、或いは光学式のタ
ッチパネルであっても本発明の多層膜構成を適宜積層形
成することにより、タッチパネルのピーク波長を調節す
る事が可能となる。 *

12
*【００４５】請求項１，請求項２に記載の本発明は、実
施例にあるように透明タッチパネルをＬＣＤに搭載して
用いる際に、偏光板と積層して用いる場合が多いが、タ
ッチパネルの透明基板に偏光板と共に少なくとも３層以
上の多層膜構成を積層することにより、偏光板の色目を
相殺してＬＣＤの色目に変化を与えず綺麗な画面を得ら
れるという格別の効果を発揮する。
【００４６】請求項３に記載の発明は、透明タッチパネ
ルをＬＣＤと組み合わせる際に、多層膜構成と共に偏光
板にλ／４位相差板と偏光板の組合せを用いることによ
り、色目の付かない、画面の明るい画像表面が得られる
という効果を有するものである。
【００４７】請求項４、請求項５、請求項６、請求項７
に記載の発明は、それぞれの方式のタッチパネルに本発
明を適用することにより、各々のタッチパネルに特有の
用途範囲において、ＬＣＤとの組合せて有効に用いるこ
とができるという効果を有するものである。
【００４８】
【図面の簡単な説明】
【図１】  本発明の液晶デイスプレイ用タッチパネルの
要部断面図である。
【図２】  本発明における抵抗膜式のタッチパネルの実
施例１の要部断面図である。
【図３】  本発明における抵抗膜式のタッチパネルの実
施例２要部断面図である。
【図４】  本発明における抵抗膜式のタッチパネルの比
較例の断面図である。
【図５】  本発明における別の実施例１の抵抗膜式タッ
チパネルの要部断面図である。
【図６】  本発明における別の実施例２の超音波式のタ
ッチパネルの要部断面図である。
【符号の説明】
1   透明タッチパネル
2   ＬＣＤ
3   透明基板
４  λ／４位相差板
５  偏光板
６  アンダーコート層
７  中間層
８  金属酸化物層
９  偏光板
10  λ／４位相差板
50   超音波方式タッチパネル
100  抵抗膜方式タッチパネル
200 抵抗膜方式タッチパネル
300   抵抗膜方式タッチパネル
400  抵抗膜方式タッチパネル
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